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※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。

まめだ屋運営事業

一斉除排雪活動事業

福祉だよりの発行

社
協
会
費
は
こ
の
よ
う
な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

認知症SOSおたすけ
ネットワークシステム

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
行
政
で
は
な

く
「
社
会
福
祉
法
人
」
と
い
う
位
置

づ
け
で
あ
り
、
民
間
の
組
織
で
す
。

そ
の
た
め
、
行
政
で
は
で
き
な
い
民

間
性
を
持
っ
た
事
業
が
多
く
、
そ
れ

ら
の
事
業
は
皆
さ
ま
か
ら
の
会
費
と

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
会
費

と
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金
は

す
べ
て
事
業
費
に
充
て
ら
れ
、
そ
れ

以
外
の
人
件
費
等
に
充
て
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

　

今
年
も
各
地
区
の
福
祉
委
員
を
通

じ
て
会
費
納
入
の
お
願
い
に
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
「
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
く
た
め
、
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
年
７
月
に
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
て
い
る
社
協
会
費
は
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
配
分
金
と
合
わ
せ
て
こ

れ
ら
の
事
業
に
活
用
さ
れ
、
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
（
こ
の

他
に
も
総
合
相
談
事
業
や
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
等
、
16
の
事
業
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

つ
い
て
は
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　

認
知
症
の
方
が
徘
徊
に
よ
り
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、

登
録
し
て
い
る
協
力
員
へ
メ
ー
ル

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
目
撃
情
報
の
提
供

を
呼
び
か
け
、
早
期
発
見
で
き
る

よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す

空き店舗「まめだ屋」を活用したサークル活動はどなたで
も無料でご利用になれます（写真は手芸教室の様子）

単身老人世帯等を対象に、学校や関係機関の
協力を得ながら除雪活動を行います

福祉だよりを通じて社協の事業や
福祉に係わる情報を提供します



福 祉 だ よ り第51号 （2）

平成26年度の決算状況
美郷町社会福祉協議会の平成26年度の決算状況について、次のとおり公表します。

美郷町社会福祉協議会決算書
（単位：円）

勘　定　科　目 決 算 額 説　　　　　明

経

常

活

動

収

支

収

入

会費収入 6,092,000 一般会費、特別会費、法人会費、団体会費
寄附金収入 2,904,188 一般寄附、香典返し
経常経費補助金収入 81,914,000 町（人件費・一斉除排雪事業・福祉センター管理費）
助成金収入 50,000 県社協助成

受託金収入 30,217,850 町（在宅介護支援センター、高齢者支援事業、老福センター）
県社協（生活福祉資金）

事業収入 170,662 センター使用料、広告料、空き店舗収入
貸付事業等収入 1,193,000 たすけあい資金償還金
共同募金配分金収入 6,184,749 秋田県共同募金会（赤い羽根）より配分・歳末たすけあい配分
負担金収入 2,190,900 高齢者支援事業利用者負担金

介護保険収入 88,124,855
国保連合会介護料（ケアプラン作成、訪問介護、訪問入浴、デイ
サービス）、町受託金（地域支援事業、介護予防プラン作成）、
介護保険事務所受託金（認定調査）、通所利用者食費

自立支援費等収入 6,396,470 障害福祉サービス料
補助事業収入 1,007,200 町受託金（身障入浴事業）
事業外収入 120,306 実習生受入れ謝礼等
雑収入 73,172 印刷機利用料、電話利用料等
借入金利息補助金収入 838,195 町（みさと福祉センター建設償還利息）
受取利息配当金収入 28,616 預金利息
会計単位間繰入金収入 32,832,350 特別会計（介護事業所、デイ事業）から一般会計への繰入金
経理区分間繰入金収入 15,814,029 一般会計内での資金移動
経常収入計(1) 276,152,542

支

出

人件費支出 158,230,784 職員20名、非常勤職員29名分（給与、諸手当、法定福利費）
事務費支出 8,680,791 法人運営・センター管理事務費

事業費支出 46,394,143

トータルケア事業、空き店舗活用事業、一斉除排雪活動、総合相
談、福祉座談会、福祉大会、広報発行、単身老人日帰り旅行、あ
んしん電話、紙おむつ支給、配食サービス、介護保険事業、通所
介護事業等

貸付事業等支出 835,000 たすけあい資金貸付金
共同募金配分金事業費 675,000 歳末たすけあい義援金配分
助成金支出 2,897,429 福祉教育推進校、ふれあいサロン、出張理容、ボランティア団体等
負担金支出 1,143,800 あんしん電話県社協負担金等
借入金利息支出 838,195 みさと福祉センター整備償還利息
会計単位間繰入金支出 32,832,350 特別会計（介護事業所、デイ事業）から一般会計への繰出金
経理区分間繰入金支出 15,814,029 一般会計内での資金移動
経常支出計(2) 268,341,521

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 7,811,021

施
設
整
備
等

収
固定資産売却収入 896,520 バス売却益
施設整備等収入計(4) 896,520 

支
固定資産取得支出及び繰入金支出 1,240,488 事務機器、暖房機器、給茶機
施設整備等支出計(5) 1,240,488 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -343,968 

財
務
活
動
収
支

収
入

借入金元金償還補助金収入 9,365,000 県・町みさと福祉センター建設償還金補助金
積立預金取崩収入 1,000,000 修繕積立取崩
財務収入計(7) 10,365,000 

支

出

借入金元金償還金支出 9,365,000 みさと福祉センター建設償還金
積立預金積立支出 5,782,878 修繕積立、経営安定積立
その他の支出 9,092,694 退職共済事業主負担分
財務支出計(8) 24,240,572

財務活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -13,875,572 
予備費(10) 0 
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) -6,408,519 今年度の残金
前期末支払資金残高(12) 30,523,300 前年度からの繰越金
当期末支払資金残高(11)+(12) 24,114,781 次年度繰越金



福 祉 だ よ り（3） 第51号

貸　借　対　照　表
（単位：円）

※決算状況の詳細については、みさと福祉センターで閲覧することができます。

理
事
会
・
評
議
員
会
を

　
　
　
　  

開
催
し
ま
し
た

　

５
月
26
日
の
第
１
回
理
事
会
で
は
、
平

成
26
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
お
け

る
「
事
業
報
告
」
や
「
財
産
目
録
」、「
貸

借
対
照
表
」、「
収
支
計
算
書
」
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
評
議
員
会
で

は
、
理
事
会
で
認
定
・
同
意
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
理
事

15
名
か
ら
な
る
理
事
会
（
業
務
執
行
機

関
）
と
、
評
議
員
33
名
か
ら
な
る
評
議
員

会
（
議
決
機
関
）
が
あ
り
ま
す
。

　

理
事
会
の
役
割
は
、
法
人
の
経
営
方
針

を
立
て
、
事
業
計
画
や
予
算
等
の
重
要
な

方
針
決
定
を
し
ま
す
。

　

評
議
員
会
は
、
重
要
事
項
に
関
し
て
議

決
す
る
機
関
で
す
が
、
諮
問
機
関
で
も
あ

り
、
法
人
運
営
に
直
接
携
わ
る
理
事
と
は

異
な
る
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
法
人
の
業
務
運
営
に
結
び

付
け
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
理
事
会
と
評
議
員
会
に

よ
っ
て
運
営
を
二
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
正

し
い
運
営
が
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
流動資産                            39,612,852 流動負債                            15,498,071

預貯金                              21,615,455 未払金                              15,498,071
未収金                              17,997,397 固定負債                            186,481,332 

固定資産                            482,573,139 施設資金借入金                      32,780,000 
基本財産                            212,915,051 退職給与引当金                      153,701,332

基本財産特定預金                    3,000,000 負　債　の　部　合　計 201,979,403
建物                                202,687,096
建物附属設備                        7,227,955 純 　 資 　 産 　 の 　 部

その他の固定資産                    269,658,088 基本金                              3,000,000 
建物                                57,170 国庫補助金等特別積立金              143,296,065 
建物附属設備                        4,301,793 その他の積立金                      99,262,729
構築物                              4,441,107 修繕積立金                          44,510,729
機械及び装置                        97,394 経営安定積立金                      31,800,000 
車輌運搬具                          1,441,323 たすけあい資金積立金                3,300,000 
器具及び備品                        4,374,884 福祉基金積立金                      19,652,000 
ソフトウェア                        485,626 次期繰越活動収支差額                74,647,794 
貸付事業等貸付金                    1,468,000 前期繰越活動収支差額 73,449,882 
長期預け金 26,730 当期活動収支差額    2,111,184 
退職共済預け金                      153,701,332 純　資　産　の　部　合　計 320,206,588 
修繕積立預金                        44,510,729
経営安定積立預金                    31,800,000
たすけあい資金積立預金              3,300,000
福祉基金積立預金                    19,652,000
資　産　の　部　合　計 522,185,991 負債及び純資産の部合計   522,185,991



＊昨年10月に町民の皆様からいただいた善意は、今年度配分
され（5,456,725円）以下の事業に役立てられます。

共同募金配分金の使い道平成27年度

１. 総合相談事業
388,000円

生活上の心配ごとや困りご
と等、相談員が親身になっ
て相談にのります。
法律上の問題は顧問弁護士
を紹介します。（初回のみ
30分無料）

２. 単身老人日帰り旅行
337,000円

町内の一人暮らし老人の方
を対象に日帰り
旅行を実施し、
お互いの
交流を図
ります。

３. 防火点検
10,000円

消防署の協力を得て、一
人暮らし老人宅を訪問し
て火災の危険
がないか点検
します。

４. 地域住民グループ支援事業
17,000円

地域の会館等に交流の場
を設けることによって、お
年寄りの閉じこもり防止
や仲間づくりをしながら、
生きがいを感じて楽しん
でもらいます。

５. 出張理容補助券の交付
252,000円

寝たきりの方を対象に出張
理容料の補助券を
交付し、在宅
介護を支援
します。

６. 福祉教育推進事業
614,000円

「思いやりといたわりの
心」の醸成を図ることを目
的として、町内の小中高学
校５校へ福祉
活動助成金を
交付します。

７. 地域福祉座談会
158,000円

社会福祉協議会の趣旨や
事業、予算等を町内会単位
に説明し、事業への協力、
周知、参加を
図ります。

８. 社会福祉大会
780,000円

住民が主体的に支えあう地
域づくりを推進し、共に生
きる福祉のまち
づくりを目
指して社会
福祉大会を
開催します。

９. 福祉だよりの発行
396,000円

社協に対する住民の理解や
参加を促進するために、社
協活動やボランティア活
動、福祉サービス等福祉情
報を発信
します。

10. 空き店舗活用事業
360,000円

「まめだ屋」での体験・交
流・イベント事業により閉
じこもり防止や子育て支援
を行います。

11. おたすけマン事業
77,000円

日常生活のちょっと
した困りごとを
おたすけマンが
お手伝いをする
支援活動を実施
します。

12. トータルケアフォローアップ
313,725円

『福祉で地域（まち）づく
り』を推進する、地域にお
ける住民主体
の活動を実施
します。

13. 団体への助成
410,000円

福祉団体等へ助成金を配
分し、団体育成・活動の活
性化を図り
ます。

14. 傾聴ボランティア育成事業
35,000円

心の健康づくり、自殺予防
対策として地域社
会全体で支援でき
るよう人材育成
の支援を行い
ます。

15. ボランティアセンター運営事業
917,000円

16. 移送サービス
215,000円

寝たきりの方で、福祉車輌
でなければ移動できない方
へ移送車輌
を貸出し、
移動の支援
をします。

17.ネットワーク活動
100,000円

近隣住民、関係者等の見守
り・支援により地域から
“一人の不幸も見逃さない
運動”を推進。認知症SOS
おたすけネットワーク等に
より、地域全体で見守りな
がら要支援者の生活を支援
します。

18.介護者交流事業
77,000円

在宅において、寝たきり者
（要介護度4・5または特別
障害・障害児童福祉手当が
支給されている方）を介護
している家族を対象とし、
介護者同士の交流により親
睦と心身のリフレッシュを
図ります。

研修等を開催し、住民のボ
ランティア意識を高めると
ともに災害時
の地域での支
援活動を支え
る人材を育成
します。

福 祉 だ よ り第51号 （4）

　秋田県共同募金会が位置づけた、平成 25 年度
から２か年間の「共同募金改革の実行強化期間」
に基づき、平成 26 年 12 月１日に美郷町共同募
金会から美郷町共同募金委員会へ移行しました。
　昨年度 10 月に町民の皆様からいただいた善
意は、今年度美郷町共同募金委員会へ配分され、
美郷町社会福祉協議会と各福祉団体へ助成され
ます。



昨年の交流会の様子

　社会福祉協議会は地域福祉を進める団体として、毎年町内全戸に会員加入をお願い

しており、７月より各地区の福祉委員を通じて会費納入のお願いにうかがいます。

皆様からの「会費」は、地域の福祉活動や在宅福祉サービスを推進し、子どもからお

年寄りまで「安心して暮らしていける地域づくり」を進めていくための貴重な財源と

して大切に活用させていただきます。

　なお、社協活動に賛同する団体・法人様からの団体会費（１口5,000円）法人会費（１口

10,000円）につきましては随時受け付けています。

（団体・法人会員になっていただくと今年度の福祉センターの会場使用料が免除になりま

す。）ご理解ご協力をよろしくお願いします。

福 祉 だ よ り（5） 第51号

介護者交流会を開催します

社 協 会 員 会 費 納 入 の お 願 い

第12回美郷町社会福祉大会を開催します

　今年度も介護者（自宅で要介護度４～５の方を介護し
ている家族）の方 を々対象に、左記の通り介護者交流会
を開催します。
　この交流会は、介護者同士の親睦とリフレッシュを

図ることを目的に、年３回
開催しています。同じ境遇
の方と話をすることによっ
て、介護者の悩みや不安を
少しでも軽減させることも
目的としています。
　休日もなく、常に介護に
追われている気がする…
そんな毎日の介護疲れを
癒し、心身ともにリフレッ
シュしてみませんか？

　なお、各地域から会場
まで無料送迎バスを運行
しますのでぜひご利用く
ださい。

　あの伝説の「五城目の
トメさん」で笑って笑っ
て心と体をリフレッシュ
しましょう。皆さんお誘
い合わせのうえご参加く
ださい。

開 催 日　平成 27 年７月９日（木）
開催場所　美郷町公民館
開催内容　13：00　～　受　付
　　　　　13：20　～　大仙警察署からお知らせ
　　　　　13：30　～　式　典
　　　　　14：15　～　講　演「五城目のトメさん」
　　　　　　　　　　　　　講師　ギター漫談　小玉　進　氏
　　　　　15：15　～　アトラクション
　　　　　　　　　〈鏡元もとじ〉と仲間たちによる歌謡ショー
　　　　　16：15　　　閉　会

一 　 般 　 会 　 費 ：１,０００円
特別会費（１口～）：１,０００円

参 加 費：無料     
持 ち 物：タオル（入浴される方） 
申込期日：平成 27 年６月 23 日（火）  
申 込 先：美郷町社会福祉協議会
　　　　　☎︎ 85-2294

と　き：平成 27 年６月 28 日（日）
ところ：大仙市神宮寺
　　　　かみおか温泉【嶽の湯】
日　程：

美郷町公民館 （仙南） 出発 9:00
美郷町保健センター（六郷） 出発 9:10
みさと福祉センター（千畑） 出発 9:20
かみおか温泉【嶽の湯】 到着 10:00
　～昼食・交流会～ 出発 14:30
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こ
の
度
、
図
ら
ず
も
美
郷
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
浅
学
菲
才
な
農

家
の
「
お
や
じ
」
で
す
が
、
決
定
事
項

に
は
今
さ
ら
泣
き
言
も
で
き
ず
素
直
に

従
う
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
人
生
80
年
時
代
と
は
い
え
、

こ
こ
ま
で
長
生
き
す
る
と
は
予
想
も
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現

実
に
80
歳
の
峠
を
越
え
て
み
ま
す
と
、

農
家
の
宿
命
な
の
か
農
作
業
の
労
働
力

現
役
で
働
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
が

国
で
は
超
高
齢
社
会
と
言
わ
れ
て
か
ら

久
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
農
村
地
帯
で

は
高
齢
者
の
労
働
力
が
大
き
な
資
本
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
農
作
業
は
長

年
の
経
験
か
ら
く
る
技
術
を
持
っ
て
お

り
、
若
い
人
に
は
な
い
貴
重
な
資
源
で

あ
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
を
卒
業
し
て

今
や
晩
期
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

や
が
て
末
期
高
齢
者
の
道
に
入
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
終
末
は
速

や
か
に
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
日
常
の
生
活
リ
ズ
ム
の
安
定
化

が
大
切
に
な
る
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
体
調
不
良
や

人
生
の
終
末
を
迎
え
年
々
会
員
の
減
少

傾
向
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
規
加

入
者
が
出
て
き
ま
せ
ん
。
昭
和
38
年
に

老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
は
お

お
む
ね
60
歳
を
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
年
齢

と
み
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
80
歳

に
な
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
現
役
意
識
が
強

く
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
魅
力
を
感
じ
て
い

な
い
後
期
高
齢
者
が
多
く
、
新
規
加
入

者
が
少
な
い
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
地
域
住
民

間
の
相
互
協
力
で
成
り
立
つ
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る

生
活
環
境
を
守
り
、
後
世
に
残
し
て
い

く
役
割
を
高
齢
者
は
担
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
若
い
方
た
ち
の
荷
物
に
な

ら
な
い
生
き
方
を
お
互
い
に
学
習
し
合

い
、
実
践
活
動
に
繋
げ
る
役
割
を
ク
ラ

ブ
活
動
は
担
っ
て
い
る
と
信
じ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

今
後
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を

お
願
い
し
て
筆

を
置
き
ま
す
。

美
郷
老
連
だ
よ
り
㉔

訪
問
活
動
に
つ
い
て

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
　
　
　
　
　

会
　
長
　
進
　
藤
　
晃
　
成

使用料金は下表のようになっていますので、総会や会議、研修会などにご利用ください。

（要予約）みさと福祉センター　　電話 ８５－２２９４（代）

みさと福祉センター会場使用料金表（１時間当たり）
区　　分 会 議 室 集会室１ 集会室２ 集会室全

４月・５月・
６月・10月

9:00 ～ 17:00 200 200 200 400
17:00 ～ 21:00 300 300 300 600

上記以外
（冷暖房費込）

9:00 ～ 17:00 300 300 300 600
17:00 ～ 21:00 450 450 450 900

摘　　要 ・使用時間は準備・後片付けを含む。
・営利を目的とした興行、販売等の場合は、３倍額を徴収する。

みさと福祉センターの集会室等の会場は団体等の活動に利用できます

※美郷町社会福祉協議会の団体会員および
　法人会員は今年度の使用料が免除になります。

（団体会員）年間5,000円以上の会費を

　　　　　　納めていただいた団体

（法人会員）年間10,000円以上の会費を

　　　　　　納めていただいた法人
集会室

会議室
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い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
わ
り
か
ら
守
ら
れ
幸

せ
に
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
そ
の
状

況
を
あ
ま
り
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
お
話
を
聞

く
中
で
、
何
度
も
「
優
し
さ
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
き
ま
し
た
。
「
見
返
り
を
望
ん
で
は

い
け
な
い
。
他
人
か
ら
何
か
を
し
て
も
ら
っ

た
ら
、
や
っ
て
あ
げ
る
優
し
さ
を
持
っ
て
欲

し
い
」
。
ま
さ
に
「
優
し
さ
と
い
う
力
」
を

合
い
言
葉
に
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、

心
に
響
く
言
葉
で
し
た
。

   

講
演
の
最
後
に
「
日
本
を
支
え
る
人
財
に

な
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
す

ま
す
進
む
高
齢
化
に
向
か
っ
て
「
秋
田
を
支

え
る
」「
こ
の
地
域
を
支
え
る
」
人
財
に
な
る

た
め
に
頑
張
る
気

持
ち
を
強
く
し
ま

し
た
。    

　
時
折
、
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
教
室
横
の
花
壇
に
、
お
花
が
き
れ

い
に
咲
い
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
学
校
園

委
員
と
福
祉
科
生
徒
が
植
え
ま
し
た
。
暑
さ

で
枯
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
水
や
り
も

欠
か
さ
ず
や
っ
て
い
ま
す
。
赤
、
黄
、
ピ
ン

ク
、
紫
の
花
が
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

運
動
部
は
全
県
総
体
に
向
け
て
全
力
を
あ

げ
て
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
科
第
十
二
期
生
宣
誓
式

　

五
月
二
十
六
日
（
火
）
福
祉
科
第
十
二
期

生
十
七
名
の
宣
誓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
、
保
護
者
や
在
校
生

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の
宣
誓
式
と
な
り
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
委
員
長
の
大
村
田
梨
菜
さ
ん
が

力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
介
護
福
祉
の
専

門
職
を
目
指
す
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

十
二
期
生
は
、
九
期
生
の
１
０
０
％
の
合

格
の
知
ら
せ
を
聞
く
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
千
葉
栞

梨
さ
ん
が
「
お
礼
の
言
葉
」
で
述
べ
て
い
ま

し
た
。
昨
年
度
は
残
念
な
が
ら
、
二
年
連
続

の
快
挙
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
輩

達
の
頑
張
り
は
し
っ
か
り
と
目
に
焼
き
付
い

て
い
ま
す
。
全
員
が
国
家
試
験
受
験
資
格
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

記
念
写
真
の
後
、
美
郷
町
福
祉
保
健
課
髙

橋
久
也
課
長
よ
り
『
25
年
後
、
あ
な
た
は
何

を
し
て
い
ま
す
か
』
と
題
し
て
、
講
演
し
て

２
年
生
の
実
習
先

宣
誓
式
を
終
え
て

◇
昨
年
、
緊
張
感
に
満
ち
た
宣
誓
式
に
参

加
し
、
真
剣
に
式
に
臨
ん
で
い
る
先
輩
達

を
見
て
、
私
も
福
祉
科
に
入
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
同
じ
式
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、
先
輩
達
以
上
に
私
も
緊
張
し
て
い

ま
し
た
。
す
で
に
、
福
祉
の
専
門
科
目
の

勉
強
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

宣
誓
式
に
あ
た
っ
て
は
先
生
方
は
も
ち
ろ

ん
、
福
祉
科
の
三
年
生
が
私
た
ち
の
た
め

に
準
備
し
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、立
派
な
介
護
福
祉
士
に
な
る
た
め
、

日
々
の
勉
強
を
一
生
懸
命
に
頑
張
り
た
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋　

依
真
）

◇
宣
誓
式
を
終
え
て
、
改
め
て
私
は
福

祉
を
勉
強
し
て
い
く
重
み
を
感
じ
て
い

ま
す
。
宣
誓
式
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
、
福
祉
保
健
課
長
さ
ん
か
ら
「
頑
張
っ

て
」
と
激
励
し
て
い
た
だ
き
、
必
ず
介
護

福
祉
士
と
し
て
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
ま

し
た
。信
頼
さ
れ
る
介
護
福
祉
士
と
し
て
、

毎
日
の
勉
強
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
、
何
よ

り
も
実
習
先
で
の
職
員
や
利
用
者
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
宣
誓

式
の
緊
張
感
を
忘
れ
ず
に
、
持
ち
前
の
笑

顔
と
優
し
さ
を
発
揮
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

勉
強
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
藤
谷　

優
希
）

集
中
実
習

　

八
月
三
日
（
月
）
〜 

七
日
（
金
）

分
散
実
習 

　

十
月
七
日
（
水
）
〜 

十
二
月
十
六
日
（
水
）

　
　

※ 

行
事
を
除
く
水
・
木
曜
日 

同
行
訪
問
実
習
　
　
　
　  

十
月
〜
十
一
月 

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
実
習     

十
一
月
〜
十
二
月

実
習
施
設
・
事
業
所　

 

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉 

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙
南 

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
昼
荘

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
森
苑 

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
木
苑 

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
寿
苑                            

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
幸
園    

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
横
手

　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
森
の
家

　

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
の
苑

　

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
杏
授
苑

　

◇
大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

◇
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

◇
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
十
四
施
設
）

※
五
月
十
九
日
（
火
）
一
年
生
全
員
を
対

象
に
「
認
知
症 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
て
高
齢
者
に
優
し
く
接
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。                                          
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	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp
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５
月
末
に
秋
田
県
の
多
く
の
地
点
で

30
℃
を
超
え
る
季
節
外
れ
の
真
夏
日
。
つ

い
先
日
ま
で
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
使
っ
て

い
た
の
が
嘘
の
よ
う
で
す
。
夏
本
番
は
こ

れ
か
ら
。
熱
中
症
な
ど
体
調
管
理
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 　
　
　
（
Ｈ
・
Ｄ
）

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

香
典
返
し
等
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た

場
合
、
忌
明
け
・
快
気
祝
い
ハ
ガ
キ
の

作
成
を
無
料
で
承
り
ま
す
。

　

文
面
や
枚
数
に
つ
い
て
ご
希
望
に

応
じ
ま
す

の
で
、
必

要
な
方
は

お
申
し
付

け
く
だ
さ

い
。

ハ
ガ
キ
の
作
成
を

　
　
　
　
　

無
料
で
承
り
ま
す

※
受
付
順

（
平
成
27
年
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
受
付
分
）

■
一
般
寄
付

よ
ね
や
株
式
会
社　

様

本
堂
東
部　
　

草
薙　

辰
美　

様

コ　

ス　

モ　

ス　

の　

会　

様

■
香
典
返
し

下
中
野
町　
　

小
林　
　

薫 　

様

菅
谷
地　
　
　

木
村　

満
子　

様

第
二
暁　
　
　

今
川　

泰
司　

様

元
村　
　
　
　

照
井　
　

一　

様

千
屋
北
部　
　

佐
々
木
幹
雄　

様

千
屋
北
部　
　

戸
澤　
　

勉　

様

土
崎
北
部　
　

熊
谷　

清
市　

様

後
三
年　
　
　

佐
藤　

恭
一　

様

　

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
寄
付
も
い

　
　

た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
物
品
寄
付

佐
野 　
キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
乳
製
品
）

美郷町社協のホームページを開設しました （アクセスはコチラ↓）
http://www.misatocho-shakyo.or.jp/

スマホからはこの
QRコードを読み取
って簡単にアクセス
できます。

桜が散った後の清掃は大変です

たくさんの会員が
ボランティア活動をしています。

　この度、美郷町社会福祉協議会のホームページを開設
しました。社協で行っている事業や介護サービス、共同募
金委員会などの情報を発信していき
ます。
　また、これまで発行したみさと福
祉だより（第１号～）も閲覧すること
ができます。
　開設したばかりでまだまだ情報不
足なところもありますが、これから随
時追加更新していく予定です。たく
さんのアクセスお待ちしています。

　

社
協
で
は
、
町
か
ら
の
委
託
を
受
け

『
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
』
を
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
支
援
を
適
切
に
行
っ
て

い
け
る
よ
う
に
す
る
、
介
護
予
防
事
業

の
た
め
の
調
査
で
す
。

　

社
協
職
員
が
調
査
に
う
か
が
っ
た
際

は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
身
体
状
況
や
家
族
構
成
な
ど
の
簡
単

な
聞
き
取
り
を
す
る
程
度
で
、
特
に
難

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
な
お
、

調
査
で
得
た
個
人
情
報
は
厳
重
に
管
理

し
、
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

４
月
27
日
、

奉
友
会
会
員
が

『
春
の
ゴ
ミ
ゼ

ロ
運
動
』
と
し

て
み
さ
と
福
祉

セ
ン
タ
ー
周
辺

の
清
掃
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
４

月
に
も
か
か
わ

ら
ず
汗
ば
む
陽

気
で
、
美
郷
社
協
職
員
も
一
緒
に
汗
を
拭
い

な
が
ら
作
業
し
ま
し
た
。

　

み
さ
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
は
毎
年
春
と

秋
の
２
回
、
清
掃
活
動
に
き
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
今
回
も
大
変
き
れ
い
に
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　公園や道路、ラベンダー園の清掃等
のゴミゼロ運動や夏のジュニアキャンプ
の開催など、地域の美しい環境づくりや
青少年の健全育成を目的として精力的
に活動しているボランティア団体です。

高
齢
者
実
態
把
握

　  

　
調
査
の
お
願
い

奉
友
会 

～
春
の
清
掃
活
動
～

奉友会とは？

後
三
年 

　

佐
藤　

恭
一　

様

　
　
　
　
　
（
紙
オ
ム
ツ
他
）

■
奉
仕
活
動

奉
友
会　

様　
（
環
境
美
化
）

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意
の

金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に

対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
７
日
（
日
）
扇
龍
会
舞
踊
・
歌
謡

シ
ョ
ー
が
湧
太
郎
に
て
開
催
さ
れ
、
収

益
金
の
一
部
を
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


